
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（区独自分）、障害・介護サービス事業所、保育所等に
対する物価高騰緊急支援など、合計10億4,256万5千円を追加する補正予算を可決しました。（６面）

条例の一部改正、請負契約、指定管理者の指定など12議案を原案のとおり可決しました。（６面）

令和４年度中央区一般会計補正予算を可決

条例の一部改正、請負契約、指定管理者の指定など12議案を原案のとおり可決しました。（６面）条例の一部改正、請負契約、指定管理者の指定など12議案を原案のとおり可決しました。（６面）

中央区立総合スポーツセンターの管理運営に
関する条例の一部を改正する条例などを可決
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第４回定例会

年賀状など時候のあいさつ状は、公職選挙法により禁止されておりますので、新年のごあいさつは、本紙上をもって代えさせていただきます。掲載は議席順です。

しらす　夏
（維新の会）

奥村　暁子
（日本共産党）

青木　かの
（かがやき中央）

小坂　和輝
（子どもを守る会）

渡部　恵子
（新風会）

竹内　幸美
（自由民主党）

海老原　崇智
（自由民主党）

佐藤 あつこ
（自由民主党）

堀田　弥生
（公明党）

墨谷　浩一
（公明党）

山本　理恵
（区民の風）

小栗　智恵子
（日本共産党）

木村　克一
（自由民主党）

富永　　一
（自由民主党）

瓜生　正高
（自由民主党）

塚田　秀伸
（自由民主党）

礒野　　忠
（自由民主党）

原田　賢一
（自由民主党）

押田　まり子
（自由民主党）

田中　広一
（公明党）

中島　賢治
（公明党）

渡部　博年
（区民の風）

●一般質問………………………………………２面～４面
●委員会の活動、請願…………………………………５面
●議案の審議結果、各会派新年あいさつ……………６面

主　な　内　容

11 月 17 ･ 18 ･ 21 日
22 日
24 日
25 日
28 日

29 日
12 月 １ 日

本 会 議
企 画 総 務 委 員 会
本 会 議
企 画 総 務 委 員 会
環 境 建 設 委 員 会
区 民 文 教 委 員 会
福 祉 保 健 委 員 会
本 会 議

第４回定例会の経過

◆区長提出議案
　・条例…………………………………………………７件
　・予算…………………………………………………１件
　・契約…………………………………………………３件
　・その他………………………………………………２件

提出された議案

　あけましておめでとうございます。
　区民の皆様には、お健やかに新春をお迎えのことと心からお
慶び申し上げます。また、日頃より本区議会の活動につきまし
て多大なるご支援、ご協力を賜り、中央区議会を代表して厚く
御礼申し上げます。
　昨年は、コロナ禍で中止を余儀なくされた「大江戸まつり盆
おどり大会」が３年ぶりに開催されるなど、各地域で人と人と
のつながりやまちの活力を取り戻す取り組みが行われました。
また12月には、本区の歴史・文化を未来へ伝える生涯学習拠点

として「本の森ちゅうおう」を開設するなど、さまざまな施策を進めてまいりました。
　本年は、現行の基本計画、「中央区基本計画2018」の取りまとめ以降に生じた社会
情勢の変化を踏まえ、新たな基本計画の策定を予定しております。区政の取り組むべ
き政策課題は、定住人口の増加に伴う子育て、教育、高齢者福祉などの充実に加え、
感染拡大防止と社会経済活動の両立に向けた対策、激甚化する自然災害対応、脱炭素
社会の実現やＳＤＧｓの達成に向けた取り組み、築地市場跡地の再開発をはじめとす
る都市基盤整備など多岐にわたります。
　私たち中央区議会は、区民の皆様の声を的確に区政に反映させ、すべての区民が安
心して暮らすことができる中央区を実現するため、区行政と力を合わせて、当面する
諸課題の解決に迅速かつ果敢に取り組んでまいる決意であります。
　結びに、本年が明るく希望に満ち、輝きにあふれた年でありますことを祈念いたし
まして、新年のご挨拶とさせていただきます。

中央区議会議長
木村　克一

田中 耕太郎
（自由民主党）

かみや 俊宏
（自由民主党）

太田　　太
（自由民主党）

二瓶　文徳
（都民ファーストの会）

高橋　元気
（かがやき中央）

高橋 まきこ
（かがやき中央）

梶谷　優香
（新風会）

年頭にあたって

1 1
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立憲民主党新風会
渡 部 　 恵 子

中央区議会区民の風
山 本 　 理 恵

日本共産党中央区議会議員団
奥 村 　 暁 子

一 般 質 問 の 要 旨 一般質問とは
区の仕事全般について、区長等
に報告や説明を求めることです。

本の森ちゅうおうの開設に向けて
問 令和３年４月から図書館に指定管理者制度を導入したが、現
状と課題、今後の方向性は。
答 指定管理者制度を先行導入した日本橋・月島図書館の評価委
員会では優良の評価であった。利用者アンケートでは極めて専門
的なレファレンスで満足いただけない事例もあり、研修の充実に
取り組んでいる。インセンティブを高めるには、適度な緊張関係
を保つことが重要であり、５カ年の指定期間が適切と考えている。
問 これからの図書館の役割に対する具体的認識や未来像は。
　　「中央区の魅力発信、子どもの読書活動推進、図書館サービ

基本計画2023の中間のまとめにおける
ゼロカーボンシティプロジェクトについて
問 国は既存建物のＺＥＢ※化の方向性を示しているが、本区に
おける既存建物に対するＺＥＢ化の考え方は。
答 新築に比べ課題が多い状況を踏まえ、省エネ機器等の導入費
助成や再エネ電力への切替え支援など、ＺＥＢ化以外の手段も用
いながら既存建物の脱炭素化を推進する。

誰もがいきいき笑顔で暮らせる
まちについて

　　ウォーキングイベントをつくるなど、区が積極的にスポーツ

スの充実」の視点により生涯学習の推進を図る。将来的に晴海図
書館含め各館が地域特性に応じた蔵書方針や蔵書構成のもとで連
携し、利用者の期待に応え続ける図書館を目指す。

八丁堀駅周辺エリアの賑わいの
創出について

問 桜川公園へのPark－PFI※1の導入に向けた調査と事業スキー
ムの検討状況は。
答 今年度は、公園に関わる方々に行ったヒアリングやアンケー
トの結果をもとにサウンディング型市場調査※2を実施し、公園の
魅力向上のアイデアや民間施設の導入イメージの調査を行ってい
く。令和５年度は事業計画を決定し事業者の公募を行っていく。
問 本の森ちゅうおうに隣接する都有地の将来的活用について都
と協議を積極的に進める考えは。　
答 当該都有地では、現在都による下水道関連工事が行われてお
り、工事完了後に平成通り側から本の森ちゅうおうへ出入りがで
きる緑道を設けていただくよう都と協議している。都からは、今
後、検討・調整を行っていくと説明を受けている。

の分野と高齢者福祉の分野で、部局を超えて取り組むことが必要
と考えるが、ウォーキング事業の推進における区の考え方は。
答 本区で作成したウォーキングマップを活用し、健康福祉まつ
りや区民スポーツの日など、さまざまな事業と連携を図り、ウォ
ーキング事業の推進に取り組んでいく。

災害・犯罪に強くいつまでも
住み続けられるまちについて

問 個別避難計画と災害時地域たすけあい名簿について、⑴地域
の力で制度の課題を解決する必要があるが、基本計画202₃の策定
にあたりどのように計画するのか。⑵区民組織などの共助の協力
を仰ぐことも命を救う大切な取り組みだが、区の考えと方向性は。
答 ⑴⑵基本計画202₃の中間のまとめでは、「地域の方、関係機関
と連携した支援体制の整備を進めていく。」としており、共助の
取り組み推進が重要と考えている。防災区民組織の中には、町会
内をブロックに分け、要支援者と支援者を班分けし、班毎に割り
当てを決めている事例もある。こうした事例をもとに、地域にお
ける支援のあり方について、周知を行い理解促進に努めていく。

の際、中央区は給食費（副食費）₄，₅00円徴収を決めたが、徴収
していない1₉区のように徴収しないことを求めるが、いかがか。
答 国の実費徴収の基本的な考え方に基づきご負担いただいてい
るが、運営事業者の徴収事務の負担軽減の視点や子育てを地域全
体で支援していくという考え方から、無償化を検討していく。

学 童 ク ラ ブ 整 備 に つ い て
問 「中央区基本計画202₃（仮称）」に示された学校内での学童ク
ラブ設置の一日も早い実施を求めるが、整備スケジュールは。
答 スケジュールも含めた具体的な運営方法や整備計画について、
学校や地域の関係団体とも調整しながら検討していく。
問 本区は来年４月開設の民間学童クラブを誘致するが、月３万
₆，000円の高額な保育料は、公平な待機児童解消策と言えるか。
答 国や都の補助金に加え区独自に家賃補助を行うことで、社会
通念上適正な範囲の保育料に抑えることができていると認識。保
護者の選択肢を増やす有効な待機児童対策の一つと考えている。
その他質問事項　①保育の質の確保について　②教員不足について

マイナンバーカードの利活用について
問 202₄年に健康保険証廃止、マイナ保険証に統合とのことだが、
これは強制に他ならず、政府に対し見直しを求めるべきでは。
答 具体的な制度設計や実務上の運用は、関係省庁と連携し丁寧
に検討すると国より示されている。区としては動向を注視しつつ、
区民が混乱することのないよう制度の周知や普及啓発に努める。

保 育 園 の 給 食 費 に つ い て
　　201₉年から始まった３～５歳児の「幼児教育・保育の無償化」

答

問

問

※　ＺＥＢとは？ 建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。

※１　Park－PFIとは？ 公募設置管理制度。都市公園において飲食店等の公園施設の設置・管理を行う民間事業者
を公募により選定する手続き。施設から得られる収益は公園整備に還元される。

※２　サウンディング型市場調査とは？ 民間事業者との意見交換等を通し、事業に対してさまざまなアイデアや意見を把握する調
査。
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中央区議会自由民主党議員団
か み や 　 俊 宏

中央区議会自由民主党議員団
田 中 　 耕 太 郎

都 市 再 生 と 都 市 防 災 に つ い て
問 都市再生における公共貢献の質と量の確保策は。
答 大型の再開発事業については、ＭＩＣＥ機能や高速道路・バ
スターミナルなどの都市基盤施設の整備を大規模な公共貢献とし
て求めている。あわせて、まちづくり基本条例において、開発事
業者に対し積極的な地域貢献を責務として定めている。今後も、
区民との対話を通じ、地域課題に対応した公共公益施設が整備さ
れるよう、開発事業者に対して求めていく。
問 都市型水害について、本区の集中豪雨等への対策の現状は。
答 道路巡回パトロールによる安全確保の取り組みのほか、ホー
ムページ、区のおしらせ等による周知とともに、町会へ防災出前
講座を実施するなど、区民の水害対策への意識向上を図っている。
都では八重洲や銀座の地下街において「浸水対策協議会」を設置
しており、区も参画しながら止水板の点検や避難誘導の実働訓練
を通じて、施設管理者および関係機関と連携強化を図っている。

人口増加とマンション政策について
問 本区のオンライン手続きの進捗状況と今後の導入計画は。
答 講座や健康診断の申し込みをはじめ、施設予約などに電子申
請を導入している。今後、マイナポータルの「ぴったりサービ
ス」を活用し、来年２月に「引っ越しワンストップサービス」を、

３月からは子育てや介護など27の手続きで電子申請を開始予定。
問 マンションの維持・管理・防災対策の実態調査を行い、管理
組合および住民の管理能力・防災能力の底上げを図っては。
答 国の法改正に基づき、マンション管理適正化推進計画の策定
を進めており、令和６年を目途にマンションの管理状況の調査を
予定。それらをもとに区と管理組合とのつながりを強化し、必要
な助言・指導を行い、さらなる管理水準の底上げを図っていく。

教 育 問 題 に つ い て
問 ⑴日本橋中学校の改築工事中の教育環境は。⑵晴海西小・中
学校、晴海東小学校の開設の準備状況および学区再編の状況は。
答 ⑴浜町公園内の仮校舎では、特別教室や給食室等を整備する
とともに、レイアウトは学校からの意見を踏まえ、設計を進めて
いる。体育の授業や全校集会では、総合スポーツセンターや浜町
運動場を活用するとともに、部活動は総合スポーツセンターや近
隣の小学校利用も検討している。⑵晴海西小・中学校は、必要な
物品の準備、教育理念の原案や標準服の選定、校歌や校章の制定
などの検討を進めており、今後適宜報告していく。晴海東小学校
は、晴海フラッグの入居状況や人口推計等を注視しながら、通学
区域や開校時期等の検討を行い、計画案がまとまり次第報告する。
問 ＧＩＧＡスクール構想の本区における進捗と、タブレット端
末利用について課題と改善策は。
答 令和３年度に１人１台の端末を貸与し、校内の通信ネットワ
ーク構築、デジタル教科書の導入等を実施。現在は、家庭でのド
リル学習や、授業における意見の交換・集約などにタブレットを
活用している。通信速度の高速化や教員のＩＣＴ活用指導力の向
上等のハード・ソフト両面の課題があるが、学校・家庭・地域等
の連携により、引き続き課題解決に努め、子どもたちが社会を生
き抜く力を育み、自らの可能性を広げられるよう取り組んでいく。

地 域・経 済 活 性 化 策 に つ い て
問 ⑴今後の経済対策・地域振興策への考え方は。⑵さらなる地
域経済、地域コミュニティの新たな施策が必要と考えるが見解は。
答 ⑴⑵国等の動向や感染症の影響に留意する必要があり、地域
団体との意見交換等を踏まえ、時宜に応じて積極的に取り組む。

こどもまんなか社会の実現について
問 こども家庭庁創設を踏まえ出産・子育て支援の一層の充実を。
答 子ども家庭支援センターを中心とした総合的な相談・支援体
制構築とともに、強い司令塔機能を有する組織・執行体制につい
て検討するなど、全庁をあげて子ども子育て施策を推進していく。
問 放課後の居場所対策について今後の取り組みは。
答 新しい放課後児童対策の方向性として、小学校への学童クラ
ブ設置とプレディとの一体的な運営を目指す。運営方法や整備計
画は、学校や地域の関係団体と調整を行いながら検討していく。
問 学校の校庭の利用促進について見解は。
答 地域の方々の協力を得ながら、キャッチボールや自転車の練
習なども含め、校庭の有効的な活用について検討していく。

日本橋東部地域の魅力向上について
問 ⑴水と緑のネットワーク化の充実について今後の方向性は。
⑵浜町川緑道の再整備の進捗と今後の方針・スケジュールは。
答 ⑴千代田公園の再整備に合わせ、隅田川テラスとの連絡橋を
設置し、浜町公園と連続化することで、地域の回遊性向上を図る。
⑵交通量や路上駐車等の基礎調査を実施しており、今後は地域の
意見を把握するアンケートを実施予定。結果を踏まえた整備イメ 
ージ案をもとに、地域の意見をいただきながら検討を進めていく。
問 日本橋中学校の仮校舎整備により、浜町公園の利用面積が減
少するが、園内での代替場所の確保の推進について考えは。
答 既存公園施設の見直しや再配置、多目的グラウンドや隅田川
テラスの活用など、地域の意見を伺った上で、調整を進めていく。
問 浜町公園の魅力をハード・ソフト両面から高めるべきでは。
答 地域の意見も取り入れ、公園施設を更新するとともに、公園
や隅田川テラスを活用したイベントで、にぎわいを創出するなど、
日本橋地域の水と緑のネットワークの核となるよう整備する。
問 ⑴ナウマンゾウの化石「浜町標本」について、「本の森ちゅう
おう」でどう紹介されたのか。⑵今後の紹介についての方向性は。
答 ⑴常設展示コーナーで本区の史実の冒頭に、発掘の事実を記
載した。⑵「江戸以前の東京」を紹介する企画展示でレプリカな
どを展示するほか、トークイベントなどを今後実施する予定。
問 関東大震災から100年を契機に、新大橋のたもとの震災記念
碑の文化財登録等、地域資源を大切にする取り組みを推進しては。
答 区民文化財として登録する準備を進めているほか、郷土資料
館における企画展示の中で、活用と普及啓発事業を検討している。

中央区議会では、開かれた区議会の一環として、
一般質問および区長所信表明の録画映像をインタ
ーネットで配信しています。区議会ホームページ
もしくは右のＱＲコードからアクセスできます。

区議会だよりは、スマートフォン用アプリ「マチイロ」で配信を行って
います。
利用方法

右のＱＲコードからダウンロードし、「お住まいの地域」
を「東京都中央区」に設定してください。

区議会のインターネット配信（録画配信）
をご利用ください！

区議会だよりはアプリでも！
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かがやき中央
高 橋 　 元 気

子どもを守る会
小 坂 　 和 輝

中央区議会公明党
田 中 　 広 一

子 育 て 支 援 策 の 充 実 に つ い て
問 子ども医療費助成制度の対象拡大、小・中学校や保育園給食
費の無償化、出産育児一時金の増額などについて来年度に向けた
準備状況と今後の子育て支援策強化についての見解を。
答 対象拡大については、令和５年４月の実施に向け準備を進め
ている。給食費の無償化は、徴収事務の負担軽減等の考え方から
実施に向けて検討していく。一時金の増額は、現在国で検討が進
められており、対応できるよう準備していく。今後も国等の動向
を注視し、社会経済状況やニーズを踏まえ支援策を推進していく。

認 知 症 施 策 な ど の 充 実 に つ い て
問 認知症は早期発見・早期対応が重要であるが、医療機関との
協議を開始し、中央区認知症検診事業を検討していく考えは。
答 さまざまな認知症施策をより効果的なものとするため、認知
症支援担当者会議を開催し、地域連携型認知症疾患医療センター
である聖路加国際病院と協議を行っている。さらなる検診事業の
導入は他区の状況や効果等を検証のうえ、医療機関の方も構成員
となっている在宅療養支援協議会等で意見を伺い検討していく。

子 育 て ・教 育 問 題 に つ い て
問 民間学童クラブの誘致について、⑴現在の計画を２クラブに
留めている理由は。⑵待機児童解消は何年度までを目標としてい
るか。⑶区が物件確保や家賃・運営補助を積極的に支援しては。
答 ⑴運営状況等を慎重に見極める必要があるため、第二期中央
区子ども・子育て支援事業計画の残り２カ年で毎年１クラブずつ
の開設とした。⑵スケジュールを含め具体的な整備計画を検討中。
⑶誘致における課題の検証を踏まえ、必要に応じ支援を検討する。
問 ⑴東京都のサテライトオフィスだけでなく、本区でも児童相
談所が必要になると考えるが将来的に設置を目標としているか。
⑵土地や職員体制の課題解決が先決だが、具体的に計画を立てて
いるか、場所の目途と職員の育成について状況は。
答 ⑴設置に向け検討を行っている。⑵安全やプライバシーを守
る観点から立地条件を慎重に検討する必要があり、現時点では適

学校とかかりつけ医との
医療連携による不登校への対応力強化

問 ⑴情報共有は可能か。⑵教師と医師の合同勉強会等の開催を。
答 ⑴保護者の理解と協力に配慮しながら、主治医を含めた関係
機関との連携に努める。⑵医師会や医療機関との調整が必要。

　　福祉相談を一元的に受け止められる窓口を設置する考えは。
答 現在、令和６年度を目途に京橋図書館移転後の一部スペース
を活用した「福祉総合相談窓口」の開設に向け準備している。今
後、日本橋、月島両地域にも早期に開設できるよう検討していく。

「本の森ちゅうおう」と子ども読書活動の
推進について

問 「本の森ちゅうおう」での取り組みや普及啓発活動は。
答 図書館の基本的な取り組みに加え、郷土資料館での展示と連
動したまち歩き等による読書意欲の喚起のほか、出会い・交流す
る場となるよう魅力創造に取り組む。図書館ホームページはシス
テム更新時に刷新し、より見やすくわかりやすいものにしていく。
問 晴海図書館は複合施設内に晴海保健センターが併設されるが、
相互に連携した子ども向け事業の充実について見解を。
答 ブックスタート事業等のこれまでの取り組みに加え、３～４
カ月児健診と連動したお話会等のほか、妊産婦向けの読み聞かせ
講座など、新しいまちにふさわしい図書館事業を推進していく。
問 ⑴読書推進活動として行われている武蔵野市の「読書の動機
付け指導」について所感を。⑵このような活動は第四次子ども読
書活動推進計画の充実につながると考えるが、見解を。
答 ⑴子どもたちが本に触れる機会と読書に熱中する体験として
有意義と考える。⑵こうした趣旨の区立学校の活動としては、「学
級文庫」の充実に取り組んでいる。また、第四次推進計画では、
学校図書館の開館日や開館時間の拡充に伴う利用促進により、子
どもたちが本に触れる機会を充実させる予定である。

地がない。職員の育成については、児童福祉司等の確保に向け子
ども家庭支援センターの職員を増員し、東京都児童相談所への派
遣とともに研修の受講など専門性向上に向け取り組んでいる。

地域コミュニティの活性化について
問 ⑴晴海地域や築地市場跡地等の再開発における、区民が利用
可能な大規模スポーツ施設の整備を。⑵限りある土地を活用し、
小規模でも体を動かせる場所の整備を求める声も多いが、見解は。
答 ⑴⑵都心機能が集積する本区では、大規模な施設整備は難し
い。晴海地域では現段階では開発計画はなく、築地市場跡地では、
文化・芸術・スポーツ等、最低約１万人規模の空間整備が都の方
針で示されている。機会を捉えた都への働きかけや区有地などの
限られた土地の有効活用に努め、スポーツの場の確保に取り組む。

環 境 ・交 通 施 策 に つ い て
問 子どもの自転車練習場所確保のため、公園での乗車エリアの
設置や、車道通行止め、校庭を活用した講習会などを検討しては。
答 車道や公園の活用は、安全上の問題やスペースの確保が難し
い。校庭の活用は、区内警察署が主催する校庭を利用した自転車
安全教室の事例を参考に、関係機関と連携を図り検討していく。

まち全体子どもの放課後の居場所構想
問 地域全体、まち全体で「放課後の居場所」を作れないか。
答 既存公共施設や民間活力の活用、地域の方々の協力による運
営を含め、柔軟な発想で新しい放課後児童対策を推進していく。

問

その他質問事項　①新型コロナウイルス感染症対策と物価高騰対策
について　②中央区基本計画202₃（仮称）中間のまとめについて

その他質問事項　①コロナ対応総括と感染症専門家会議　②ショー
トステイ利用条件緩和　③基本計画の人口推計と施設整備　④個別
避難計画と医療的ケア児等の避難　⑤都計審等のオンライン傍聴や
資料ネット公開　⑥障がい福祉分野でのＩＣＴ技術活用　⑦スマホ
等依存、電子スクリーン症候群の予防　⑧協議型まちづくり　⑨地
域包括ケアシステム　⑩本の森ちゅうおうでの地域包括ケア

本議会の発言内容は会議録に収録され、後日、本庁舎情報公開コーナーおよび区立図書館に備えますので、そこで閲覧することができます。
また、区議会ホームページにも掲載しますのでどうぞご利用ください。
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常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

委員会の活動（令和４年11月～12月）

区議会では、区政について皆さんからの意見や要望を、請
願または陳情として受け付けています。
〔請願の書き方〕
請願書には、邦文を用いて、請願の件名、趣旨、理由、提
出年月日、請願者の住所（請願者が法人の場合は法人の名
称および所在地）を記載し、請願者（法人の場合は代表
者）が署名または記名押印をしてください。２人以上の方
が請願する場合は、それぞれ住所を記載し、署名または記
名押印をしてください。
請願書の表紙に、紹介議員の署名または記名押印が必要で
す。
なお、紹介議員のいない場合については陳情としての扱い
になります。

令和４年11月24日付で
提出された上記請願
は、12月１日の本会議
にて区民文教委員会に
付託し、審査すること
に決まりました。

公立小中学校の給食費
無償化を求める請願

請願・陳情の提出方法 新たに提出された
請願

※署名の場合は押印不要です。
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※署名の場合は押印不要です。

〔議案の審査〕
◆令和４年度中央区一般会計補正予算
◆中央区職員の高齢者部分休業に関する条例
◆�中央区議会議員及び中央区長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例
� ほか３件

〔主な報告事項〕
◆「中央区基本計画2023（仮称）」中間のまとめについて
◆�「中央区男女共同参画行動計画2023（仮称）」中間のまとめに
ついて
◆中央区立女性センターの名称変更等について
� ほか６件

企 画 総 務
〔議案の審査〕
◆�中央区立総合スポーツセンターの管理運営に関する条例の一
部を改正する条例
◆指定管理者の指定について（区立伊豆高原荘）
◆指定管理者の指定について（区立産業会館）
〔主な報告事項〕
◆�東京湾大華火祭の再開に向けた基礎調査結果と今後の方向性
について
◆�令和４年度学習力サポートテストの結果に基づく授業改善に
向けた取組について
◆第四次中央区子ども読書活動推進計画（中間報告）について
� ほか11件

区 民 文 教

〔議案の審査〕
◆�中央区行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例

〔主な報告事項〕
◆福祉施設の指定管理者の評価結果について
◆�個人番号を利用する事務の追加及び当該事務で利用する特定
個人情報の設定について
◆民間学童クラブ運営事業者の決定について
◆�児童虐待対応の連携強化に関する協定の締結及び覚書の取り
交わしについて
� ほか１件

福 祉 保 健
〔議案の審査〕
◆�中央区廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正す
る条例

〔主な報告事項〕
◆（仮称）新富一丁目オートバイ駐車場の開設について
◆廃棄物処理手数料の改定について
◆東京エコサービス株式会社の経営状況等について
◆年末年始のごみ・資源の収集について
◆まちづくり協議会の報告
◆区立住宅等の入居者募集について
◆「中央区環境行動計画2023（仮称）」の中間報告について

環 境 建 設

〔主な報告事項〕
◆福祉施設の指定管理者の評価結果について
◆民間学童クラブ運営事業者の決定について
◆�「相生の里」のＰＦＩ事業に係る事後評価及び次期事業手法
について

子ども子育て・高齢者対策

〔主な報告事項〕
◆新型コロナウイルス感染症への対応について
◆任期付職員（防災計画等担当副参事）の任用について
◆�ちゅうおう安全・安心メール等による防犯情報の配信状況等
について

感染症・防災等対策

〔主な報告事項〕
◆�総合スポーツセンターの利用区分及び利用時間の変更について
◆キャッシュレス決済ポイント還元事業の実施結果について
� ほか４件

地 域 活 性 化 対 策
〔主な報告事項〕
◆まちづくり協議会の報告

まちづくり・都市基盤対策
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議決
結果

説　　　明

○区長提出議案

令和４年度中央区一般会計補正予算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
10億4,256万5千円の追加　総額　1,361億2,522万8千円

中央区行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案
可決心身障害者の医療費の助成に関する条例に基づく心身障害者

の医療費の助成に関する事務において情報連携が可能な特定
個人情報が追加されたこと等に伴い、個人番号を利用すること
ができる事務について当該助成に関する事務の追加等をする。

中央区職員の高齢者部分休業に関する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
高齢者部分休業に関し必要な事項を定める。

中央区廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正す
る条例

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案
可決

廃棄物の排出者に対する受益者負担の見直しに伴い、廃棄物
処理手数料の額を改定する。

中央区立総合スポーツセンターの管理運営に関する条例の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

利用時間の拡大及び利用区分の変更を試行的に実施する。

中央区議会議員及び中央区長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

選挙運動用自動車等の公費負担に係る限度額を改定する。

中央区保健所等複合施設等改修工事（建築工事）請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決契約金額　4億9,280万円

契約の相手方　德祥・則武建設共同企業体

中央区保健所等複合施設等改修工事（機械設備工事）請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決契約金額　4億5,540万円

契約の相手方　サンプラ・日新建設共同企業体

中央区保健所等複合施設等改修工事（電気設備工事）請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決契約金額　2億2,990万円

契約の相手方　エネシス・積田建設共同企業体

指定管理者の指定について（区立伊豆高原荘）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決指定管理者　株式会社伊豆急コミュニティー

指定の期間　令和5年4月1日から令和10年3月31日まで

指定管理者の指定について（区立産業会館）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決指定管理者　アクティオグループ

指定の期間　令和5年4月1日から令和10年3月31日まで

中央区職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案

可決
職員の給与を改定する。

中央区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案
可決フルタイム会計年度任用職員等の退職手当の支給要件に係る

勤務日数を緩和するほか、規定を整備する。

賛成：○
反対：×議案の審議結果 区議会各会派

新年を迎えて

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。本年、区は新たに10年間
の基本計画を策定いたします。現在着工中の首都高速道路の整備
を始め、築地市場跡地の開発、晴海五丁目の新しいまちづくり、
隅田川沿いの水辺と緑の歩行空間の整備、地下鉄新線の推進等、
国や東京都と共に推進する新たな開発や施設整備を始めて参りま
す。人口増加に伴う施策の充実も見直し区民福祉に一層資する行
政運営を議会も共に行って参ります。皆様方のご多幸ご健康を心
より祈願し新年のご挨拶とさせていただきます。

立憲民主党新風会　幹事長　渡部　恵子

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。コロナを機に、社会経済
活動の低迷、デジタル化の進展、脱炭素社会の実現など、区政を
取り巻く環境は大きく変化しています。また、晴海のまちづくり
や都心・臨海地下鉄新線など、都市基盤整備は具体的段階を迎え
ています。本年は、これら変化を踏まえた新たな基本計画2023を
策定します。まちとひとをつなぐ政策を推進し、持続可能なまち
を未来の子ども達に引き継げるよう努めて参ります。結びに、区
民の皆さまにとって幸多き年となりますようご祈念申し上げます。

中央区議会区民の風　幹事長　渡部　博年

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。昨年は大江戸まつり等の
地域行事が３年ぶりに開催され、多くの方が来場されました。コ
ロナ・ウクライナ危機・物価高騰など深刻な状況下、大きな影響
を受けている子どもたちを社会で守り育てようと公明党が推進し
た「医療費無償化の対象拡大」は本年４月から始まります。学校
給食の無償化も大きく前進しました。これからも私たちは子育て
支援、地域経済活性化、防災対策等に鋭意取り組んでまいります。
　皆さまの益々のご健康ご多幸をお祈り申し上げます。

中央区議会公明党　幹事長　堀田　弥生

　明けましておめでとうございます。
　コロナの収束が見えぬままではありますが、適切な感染対策を
とりながら、区主催のイベントや学校の行事が再開しています。
再開イコール「コロナ以前」に戻ることではありません。ICT等
を活用し、「コロナ以前」以上の日常を創っていく。これこそデ
ジタル社会であり、持続可能な社会ではないでしょうか。
　私達「かがやき中央」（青木かの、高橋元気、高橋まきこ）は
中央区の新しい社会を牽引すべく今年も努力して参ります。

かがやき中央　幹事長　青木　かの

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。コロナ禍に翻弄され四度
目の春を迎えますが、世界的な情勢不安による燃料問題や物価高
騰は、かつてない閉塞感をもたらしています。この厳しい社会背
景の中でも本区の人口は過去最大を超え、子どもから高齢者まで
世代を超えた福祉事業や、商工業に向けた重層的支援の拡充が急
がれます。また道路や地下鉄などの交通環境整備や街区の開発等、
日々の諸問題解消と共に、次代を見据えた展望が必然と考えます。
　本年も自民党議員団にご支援賜りますようお願い申し上げます。

中央区議会自由民主党議員団　幹事長　塚田　秀伸

　明けましておめでとうございます。
　今なお続くコロナ拡大と物価高騰が区民を苦しめるなか、自治
体の本旨である「福祉の増進をはかる」区政を実現するため、区
政をきびしくチェックし、対案を示していきたいと思います。
　保健所機能の拡充や各種保険料の低減、保育所や学童クラブの
質の確保、学校・保育園の給食費無償化などに取組み、気候危機
打開やまちづくりの転換、ジェンダー平等実現に力を尽くします。
　本年もよろしくお願いいたします。

日本共産党中央区議会議員団　幹事長　奥村　暁子

（ ）
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